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７７ おおわわりりにに

射出成形可能な良触感技術として「やわらかくてサラサラ

とした触感」と「革のような温かみのある触感」を実現する

ことができた。この技術により顧客製品の高付加価値化に貢

献し、市場領域を拡大や新分野への足掛かりになることを期

待している。また表面形状による機能発現の技術は良触感性

以外にも撥水性、防汚性、吸音性等、他の機能への展開も期

待できる為、更なる高付加価値化の検討を行っていく。

引引用用文文献献

 田 中 由 浩，佐 野 明 人 “触知覚メカニズムと

指・皮膚構造” バイオメカニズム学会誌，

，，

 野 々 村 美 宗 “触り心地の制御、評価技術と新

材料・新製品開発への応用” 株式会社技術

情報協会， 章章 節節
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雑雑誌誌・・書書籍籍発発表表

次世代高速通信用 対応低誘電性接着フィルム

の開発

平川 真 “接着界面解析と次世代接着接合技術”、
株式会社エヌ・ティー・エス （ ）

）

低誘電性ボンディングフィルムの開発とその特性･応

用

大村 健人 “液晶ポリマーの開発と応用展開～ 用材
料としての期待とフィルム化の課題～”
（ ）

硬化樹脂の高屈折率化技術とレンズ応用への課

題

佐内 康之 “プラスチックレンズにおける開発・加工・材
料技術の最新動向・応用展開”、

磯 貴雅、二宮 健、鏡味

忍、窪田 耕三、佐内 康之

加飾フィルムの貼合に適した高耐熱性粘着剤 橋本 祐介

特集： カーボンニュートラル・ （バイオベース材

料） 植物由来アクリレートの開発動向と今後の課題

佐内 康之 接着の技術

往復振動翼を有する管型反応器を用いた連続重合

プロセス強化

大村 直人 神戸大院工 、

菰田 悦之、後藤 健太 神

戸大院工 、長谷川 剛史、

西脇 篤史 東亞合成

神戸大学 工学研究科 応用化学専攻 修
士論文

加飾フィルムの貼合に適した高耐熱性粘着剤 橋本 祐介

高分子溶液の粘度挙動 高田 じゅん “塗布・乾燥のトラブル対策”、技術情報協
会

容易にナノ化できる酸化セルロース「アロンフィブロ

®」の開発とゴム補強材への応用

高田 じゅん

高速伝送基板向け低誘電性接着フィルム 近藤 貴弘 第 巻第 号

車載電材絶縁用粉体塗料「アロンパウダー シ

リーズ」

丹羽 真、芹澤 祐真 第 巻第 号

赤外線センサーカバー兼フィルター「アロニックス

シート シリーズ」

神村 浩之 第 巻第 号

技術文書発表一覧表（ 年 月～ 年 月
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学学会会発発表表・・講講演演会会ななどど

複合ポリマー型地盤改良剤を用いた液状化対策工

事

後藤 宇、加藤 満、岡田 和

成、大山 将、小山 孝 鴻

池組 、後藤 彰宏、岡部 玄

東亞合成 、勝見 武 京都

大

第 回 地盤改良シンポジウム

往復振動翼を有する管型反応器を用いた連続重合

プロセス強化

大村 直人 神戸大院工 、

菰田 悦之、後藤 健太 神

戸大院工 、長谷川 剛史、

西脇 篤史 東亞合成

化学工学会 岡山大会

ランダム構造を有するネットワークポリマーの緩和挙

動

佐々木 裕 年度高分子基礎物性研究会 高分子
計算機科学研究会 高分子ナノテクノロジ
ー研究会 合同討論会

往復振動翼を有する管型反応器を用いた連続重合プ

ロセス強化

大村 直人 神戸大院工 、

菰田 悦之、後藤 健太 神

戸大院工 、長谷川 剛史、

西脇 篤史 東亞合成

化学工学会 岡山大会

繊維素材用粘着剤の開発 安藤 聡子 第 回産官学接着若手フォーラム

高周波基板向け低誘電性接着フィルム 近藤 貴弘 第 回産官学接着若手フォーラム

容易に解繊できるナノセルロース「アロンフィブロⓇ」

の用途開発

齋藤 涼、髙田 じゆん、岡部

玄

第 回日本木材学会大会

次亜塩素酸ナトリウム酸化で調製した のカーボン

ナノチューブ分散剤としての応用

髙田 じゆん 第 回日本木材学会大会

年 日本の ／ 硬化樹脂市場概説 大房 一樹 第 回ラドテック研究会講演会

車載主機モーター、バスバー絶縁用粉体塗料の特

性と適用

丹羽 真 用モータ・周辺機器の絶縁技術

絶縁材料としての粉体塗料 車載用モーター周辺へ

の応用

丹羽 真 用モータの絶縁技術と関連材料の最新
動向

レオロジーの基礎と測定・評価を進める上でのポイン

ト

高木 晃 株式会社 情報機構

容易にナノ化可能な酸化セルロースの応用展開 高田 じゅん 「第 回 国際ナノテクノロジー総合展」で
のナノセルロースジャパン特別講演にて発
表

耐原子状酸素コーティングによるポリイミド から

のイジェクタ低減

木村 大地、西田 政弘、

名古屋工業大学 、古

田 尚正、岩瀬 賢明 東亞

合成 、東出 真澄、石田 雄

一

令和 年度宇宙科学に関する室内実験シン
ポジウム

植物由来アクリレートの種類、特徴とその応用 佐内 康之 バイオマスアクリレートの構造、硬化特性、
応用（技術情報協会）

速習・アクリレート技術入門～アクリレートの特徴・トラ

ブル対応策・バイオマス化の現状と課題～

佐内 康之

次亜塩素酸ナトリウム酸化で調製した のゴムへ

の添加効果

高田 じゅん、宮田 勇悟 日本ゴム協会 年年次大会

粘弾性測定を用いた材料物性評価 高木 晃 （株） ＆ 支援センター

施工後 年経過した 成分反応形アクリルゴム系屋

根塗膜防水の耐久性評価結果 その１ 外観および

付着強さ

武田 晋治 年度日本建築学会大会学術講演会
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 題 名  発 表 者  発表書誌、学会など

硬化樹脂の基礎とトラブル対策 佐内 康之 （株） 支援センター

硬化型接着剤・コーティング性能に対する硬化条

件の影響とバイオマスアクリレートの開発・硬化特性

佐内 康之 樹脂・接着剤・コーティングなどにおける硬
化度・硬化挙動の分析とその応用（技術情
報協会）

硬化樹脂の硬化度・物性の測定、評価と表面・内

部硬化における主要な硬化不良対策

佐内 康之 サイエンス＆テクノロジー

生体組織接着性ポリアクリル酸／ポリビニルピロリドン

複合体の形成挙動とその臨床応用

伊藤 智子、小山 義之 小

原病院研究所 、片平 泰弘、

長谷川 英哲、溝口 出、善

本 隆之 東京医科大学 、

中村 賢一、大内 彩歌 東

亞合成

第 回日本バイオマテリアル学会大会

植物由来原料アクリレートの開発状況とハードコート

への応用

佐内 康之 ハードコートにおける機能性・高硬度・可撓
性付与とバイオマス化などの最新動向
（ ）

タッキファイヤの表面偏析を利用した新規アクリル系

粘着剤

橋本 祐介 第 回ポリマー材料フォーラム

村上 健斗、福田 紘子、谷

端 直人、武田 はやみ、中

山 将伸 （名工大）、大野康

晴、斎藤直彦、名取孝章

東亞合成

第 回 年次大会

実験とベイズ最適化を併用した 過剰 型固

体電解質の最適組成探索

福田 紘子、草川 隼也、中

野 高毅、谷端 直人、武田

はやみ、中山 将伸、烏山

昌幸（名工大）、竹内一郎

名工大、名大、理化学研究

所）、大野康晴、名取孝章

東亞合成

第 回セラミックス基礎科学討論会

実験とベイズ最適化を併用した 過剰 型固

体電解質の合成プロセスの探索

武田 はやみ、福田 紘子、

中野 高毅、橋村 祥吾、谷

端 直人、中山 将伸 （名工

大）、大野康晴、名取孝章

東亞合成

日本セラミックス協会 第 回秋季シンポジ
ウム

ベイズ最適化による 型 イオン伝導体の組

成及び実験プロセスの最適化

村上 健斗、福田 紘子、谷

端 直人、武田 はやみ、中

山 将伸 （名工大）、大野康

晴、斎藤直彦、名取孝章

東亞合成

化学電池材料研究会 第 回講演会・夏の
学校

抗菌剤・抗ウイルス加工剤の特徴と評価方法 山田喜直 （株） 支援センター

抗菌剤・抗ウイルス加工剤の基礎と製品への加工方

法・性能評価方法・用途例

山田喜直 サイエンス＆テクノロジー（株）

ポリアクリル酸／ポリビニルピロリドンからなる自己調

製型生体組織接着性タンパク徐放材の創傷被覆材

への応用と治癒促進効果

伊藤 智子、小山 義之 小原

病院研究所 、片平 泰弘、

長谷川 英哲、溝口 出、善

本 隆之 東京医科大学 、

中村 賢一、大内 彩歌 東

亞合成

第 回日本 学術集会
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東亞合成 、勝見 武 京都

大

第 回 地盤改良シンポジウム

往復振動翼を有する管型反応器を用いた連続重合

プロセス強化

大村 直人 神戸大院工 、

菰田 悦之、後藤 健太 神

戸大院工 、長谷川 剛史、

西脇 篤史 東亞合成

化学工学会 岡山大会

ランダム構造を有するネットワークポリマーの緩和挙

動

佐々木 裕 年度高分子基礎物性研究会 高分子
計算機科学研究会 高分子ナノテクノロジ
ー研究会 合同討論会

往復振動翼を有する管型反応器を用いた連続重合プ

ロセス強化

大村 直人 神戸大院工 、

菰田 悦之、後藤 健太 神

戸大院工 、長谷川 剛史、

西脇 篤史 東亞合成

化学工学会 岡山大会

繊維素材用粘着剤の開発 安藤 聡子 第 回産官学接着若手フォーラム

高周波基板向け低誘電性接着フィルム 近藤 貴弘 第 回産官学接着若手フォーラム

容易に解繊できるナノセルロース「アロンフィブロⓇ」

の用途開発

齋藤 涼、髙田 じゆん、岡部

玄

第 回日本木材学会大会

次亜塩素酸ナトリウム酸化で調製した のカーボン

ナノチューブ分散剤としての応用

髙田 じゆん 第 回日本木材学会大会

年 日本の ／ 硬化樹脂市場概説 大房 一樹 第 回ラドテック研究会講演会

車載主機モーター、バスバー絶縁用粉体塗料の特

性と適用

丹羽 真 用モータ・周辺機器の絶縁技術

絶縁材料としての粉体塗料 車載用モーター周辺へ

の応用

丹羽 真 用モータの絶縁技術と関連材料の最新
動向

レオロジーの基礎と測定・評価を進める上でのポイン

ト

高木 晃 株式会社 情報機構

容易にナノ化可能な酸化セルロースの応用展開 高田 じゅん 「第 回 国際ナノテクノロジー総合展」で
のナノセルロースジャパン特別講演にて発
表

耐原子状酸素コーティングによるポリイミド から

のイジェクタ低減

木村 大地、西田 政弘、

名古屋工業大学 、古

田 尚正、岩瀬 賢明 東亞

合成 、東出 真澄、石田 雄

一

令和 年度宇宙科学に関する室内実験シン
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植物由来アクリレートの種類、特徴とその応用 佐内 康之 バイオマスアクリレートの構造、硬化特性、
応用（技術情報協会）

速習・アクリレート技術入門～アクリレートの特徴・トラ

ブル対応策・バイオマス化の現状と課題～

佐内 康之

次亜塩素酸ナトリウム酸化で調製した のゴムへ
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高田 じゅん、宮田 勇悟 日本ゴム協会 年年次大会

粘弾性測定を用いた材料物性評価 高木 晃 （株） ＆ 支援センター

施工後 年経過した 成分反応形アクリルゴム系屋

根塗膜防水の耐久性評価結果 その１ 外観および

付着強さ

武田 晋治 年度日本建築学会大会学術講演会
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本 隆之 東京医科大学 、

中村 賢一、大内 彩歌 東
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佐内 康之 ハードコートにおける機能性・高硬度・可撓
性付与とバイオマス化などの最新動向
（ ）

タッキファイヤの表面偏析を利用した新規アクリル系
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橋本 祐介 第 回ポリマー材料フォーラム

村上 健斗、福田 紘子、谷

端 直人、武田 はやみ、中

山 将伸 （名工大）、大野康

晴、斎藤直彦、名取孝章

東亞合成

第 回 年次大会

実験とベイズ最適化を併用した 過剰 型固

体電解質の最適組成探索

福田 紘子、草川 隼也、中

野 高毅、谷端 直人、武田
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昌幸（名工大）、竹内一郎

名工大、名大、理化学研究

所）、大野康晴、名取孝章

東亞合成
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武田 はやみ、福田 紘子、

中野 高毅、橋村 祥吾、谷

端 直人、中山 将伸 （名工

大）、大野康晴、名取孝章

東亞合成

日本セラミックス協会 第 回秋季シンポジ
ウム

ベイズ最適化による 型 イオン伝導体の組

成及び実験プロセスの最適化

村上 健斗、福田 紘子、谷

端 直人、武田 はやみ、中

山 将伸 （名工大）、大野康

晴、斎藤直彦、名取孝章

東亞合成

化学電池材料研究会 第 回講演会・夏の
学校

抗菌剤・抗ウイルス加工剤の特徴と評価方法 山田喜直 （株） 支援センター

抗菌剤・抗ウイルス加工剤の基礎と製品への加工方

法・性能評価方法・用途例

山田喜直 サイエンス＆テクノロジー（株）

ポリアクリル酸／ポリビニルピロリドンからなる自己調

製型生体組織接着性タンパク徐放材の創傷被覆材

への応用と治癒促進効果

伊藤 智子、小山 義之 小原

病院研究所 、片平 泰弘、

長谷川 英哲、溝口 出、善

本 隆之 東京医科大学 、

中村 賢一、大内 彩歌 東

亞合成

第 回日本 学術集会
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